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介護保険施設における１日当たりの段階区分別負担限度額

食費
居住費段階区分

多床室
（※２）

従来型個室
（※１）

ユニット
型準個室

ユニット
型個室

利用料
負担段階所得区分

施設ごとに利用料金が異なります第４段階世帯全員および配偶者（世帯分離している
場合も含む）が市民税・都民税課税

６５０円３７０円８２０円　
（１，３１０円）１，３１０円１，３１０円第３段階合計所得金額と課税年金収入

額の合計が年間８０万円超

世帯全員お
よび配偶者
（世帯分離し
ている場合
も含む）が市
民税・都民
税非課税

３９０円３７０円４２０円　
（４９０円）４９０円８２０円第２段階合計所得金額と課税年金収入

額の合計が年間８０万円以下

３００円０円３２０円　
（４９０円）４９０円８２０円第１段階老齢福祉年金受給者

生活保護受給者など
※１：カッコ内は介護老人保健施設および介護療養型医療施設の場合
※２：４月から多床室の自己負担額が３２０円から３７０円へ変更になりました

預貯金等の資産の例
確認方法

（価格評価を確認できる書類の入手が容易なものは添付が必要）
預貯金等に含まれるもの

（資産性があり、換金性が高く、価格評価が容易なものが対象）
通帳の写し
（インターネットバンクは口座残高ページの写し）預貯金（普通・定期）

証券会社や銀行の口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）有価証券（株式・国債・地方債・社債など）

購入先の銀行などの口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）

金・銀（積立購入を含む）など、購入先の口座残
高によって時価評価額が容易に把握できる貴金属

銀行、信託銀行、証券会社などの口座残高の写
し（ウェブサイトの写しも可）投資信託

自己申告タンス預金（現金）
※負債（借入金・住宅ローンなど）は、預貯金などから差し引いて計算します（借用証書などで確認）。
※生命保険、自動車、貴金属（腕時計・宝石など、時価評価額の把握が困難なもの）、その他高価な価値があ
るもの（絵画・骨董品・家財など）は預貯金等には含みません。

-

/

.

0

1111111111111111111

1111111111111111111

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

　
既
存
家
屋
に
対
し
て
次
の
①
～

③
の
住
宅
改
修
工
事
を
行
い
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
家
屋

の
固
定
資
産
税
を
軽
減
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
改
修
工
事
完
了
後
、
必

要
書
類
を
そ
ろ
え
て
３
カ
月
以
内

に
申
告
が
必
要
で
す
。
各
軽
減
の

種
類
・
要
件
は
次
の
通
り
で
す
。

①
耐
震
改
修
住
宅
軽
減

　
昭
和　
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

５７

存
在
し
、
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
し
た
改
修
工
事
（　
万
円
超
）

５０

を
行
っ
て
い
る
こ
と

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

住

宅

軽

減

　
平
成　
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

１９

存
在
し
、　

歳
以
上
の
方
、
要
介

６５

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
、
お
よ
び
障
害
を
お
持
ち
の

方
が
居
住
す
る
住
宅
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
（
自
己
負
担
が　
５０

万
円
超
）
を
行
っ
て
い
る
こ
と

③
省
エ
ネ
改
修
住
宅
軽
減

　
平
成　
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

２０

存
在
し
、
窓
の
改
修
工
事
を
含
む

現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た

改
修
工
事
（　
万
円
超
）
を
行
っ

５０

て
い
る
こ
と

　
※
各
軽
減
の
種
類
に
よ
っ
て
、

軽
減
率
や
軽
減
期
間
、
対
象
面
積

が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
②
と
③

　
介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
う
ち
、市
民
税・都
民
税
が
非

課
税
世
帯
の
方
は
、
居
住
費
・
食

費
の
軽
減
制
度
（
負
担
限
度
額
認

定
）が
あ
り
ま
す
。こ
の
軽
減
制
度

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

◎
負
担
限
度
額
＝
所
得
区
分
に
応

じ
て
居
住
費
・
食
費
の
負
担
限
度

額
（
施
設
に
支
払
う
１
日
当
た
り

の
自
己
負
担
額
の
上
限
）
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）

◎
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
＝
施
設

サ
ー
ビ
ス
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護

療
養
型
医
療
施
設
・
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
）
▼
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス（
短
期
入
所
生
活〈
療

養
〉
介
護
・
介
護
予
防
短
期
入
所

生
活
〈
療
養
〉
介
護
）

８
月
か
ら
申
請
書
の
様
式
や

認
定
要
件
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

８
月
か
ら
認
定
を
受
け
る
場
合
は
、

世
帯
全
員
が
市
民
税
・
都
民
税
非

課
税
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
次
の

要
件
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
申
請
書

様
式
と
添
付
書
類
に
も
変
更
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
認
定
要
件
の
変
更
＝
「
住
民
票

上
の
世
帯
が
異
な
る
（
世
帯
分
離

し
て
い
る
な
ど
）
場
合
の
配
偶
者

の
所
得
」「
預
貯
金
な
ど
が
単
身
で

１
０
０
０
万
円
以
下
、
夫
婦
で
２

０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
」

が
要
件
に
追
加
さ
れ
ま
す

◎
申
請
書
様
式
の
変
更
＝
「
配
偶

者
や
預
貯
金
な
ど
の
資
産
に
関
す

る
申
告
欄
」「
金
融
機
関
な
ど
へ
の

照
会
に
関
す
る
同
意
欄
」
が
追
加

さ
れ
ま
す

　
【
ご
注
意
】疑
義
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
認
定
後
に
基
準
を
上
回
る

所
得
・
資
産
が
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
場
合
は
、
給
付
を
受
け
た

金
額
の
返
還
だ
け
で
な
く
、
加
算

金
を
課
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

◎
申
請
に
必
要
な
書
類
＝
負
担
限

度
額
認
定
申
請
書
兼
同
意
書
▼
通

帳
の
写
し
（
銀
行
名
・
名
義
人
・

最
終
残
高
な
ど
が
分
か
る
直
近
２

カ
月
以
内
の
も
の
）
▼
そ
の
他
、

預
貯
金
等
に
含
ま
れ
る
も
の
が
確

認
で
き
る
書
類
（
表
２
参
照
）

更
新
の
方
に
は
申
請
書

を
送
付
し
ま
す

　
現
在
、
居
住
費
・
食
費
の
軽
減

制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
（
負
担

限
度
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
）
の
負
担
限
度
額
認
定
の

有
効
期
限
は
７
月　
日
（
金
）
で

３１

の
み
重
複
し
て
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】
こ
の
軽
減
制
度
は

「
家
屋
の
固
定
資
産
税
」
の
み
が

対
象
で
す
。
土
地
・
償
却
資
産
の

固
定
資
産
税
、
土
地
・
家
屋
の
都

市
計
画
税
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
課
税
課
家
屋
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線

２
３
４
２
～
２
３
４
４
）
へ
。

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

東
久
留
米
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
、

ど
な
た
で
も
市
長
が
作
成
し
た
報

告
書
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
【
閲
覧
で
き
る
報
告
書
】資
産
等

報
告
書
、
資
産
等
補
充
報
告
書
、

関
連
会
社
等
報
告
書

　
【
閲
覧
期
間
】６
月　
日（
火
）か

３０

ら
。
時
間
は
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
と
土
曜・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
【
閲
覧
場
所
】総
務
課（
市
役
所

４
階
）

　
※
６
月　
日
（
火
）
か
ら
市
ホ

３０

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
庶
務
担
当
☎
４

７
０
・
７
７
１
４
へ
。

す
。
対
象
の
方
に
は
、
６
月
末
ま

で
に
新
し
い
申
請
書
様
式
（
認
定

要
件
）
に
よ
る
更
新
の
お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

利
用
者
負
担
第
４
段
階
の
方

に
対
す
る
特
例
減
額
措
置

　
次
の
①
～
⑥
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方
は
、
利
用
者
負
担
第
４
段

階
で
も
、
居
住
費
か
食
費
、
ま
た

は
そ
の
両
方
に
つ
い
て
利
用
者
負

担
第
３
段
階
の
負
担
限
度
額
を
適

用
し
ま
す
。

　
【
要
件
】①
世
帯
の
構
成
員
が
２

人
以
上
②
介
護
保
険
施
設
に
入
所

（
入
院
）
し
、
利
用
者
負
担
第
４

段
階
の
居
住
費
・
食
費
を
負
担
し

て
い
る
（
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を

除
く
）
③
世
帯
の
年
間
収
入
か
ら
、

施
設
の
利
用
者
負
担
（
施
設
サ
ー

ビ
ス
費
・
居
住
費
・
食
費
の
年
額

合
計
）
の
見
込
み
額
を
除
い
た
額

が　
万
円
以
下
④
世
帯
の
現
金
、

８０
預
貯
金
な
ど
の
額
が
４
５
０
万
円

以
下
⑤
世
帯
が
そ
の
居
住
の
用
に

供
す
る
家
屋
、
そ
の
他
日
常
生
活

に
必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し
得

る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
⑥
介

護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
負
担
限
度
額
の
適
用
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
は
介
護
福
祉
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０
へ
。

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方（

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方（
入入

所
者
）へ
居
住
費
・
食
費
の
軽
減
制
度（
負
担
限
度

所
者
）へ
居
住
費
・
食
費
の
軽
減
制
度（
負
担
限
度
額額

認
定
）の
お
知
ら

認
定
）の
お
知
ら
せせ

既
存
の
家
屋
に
関
す

既
存
の
家
屋
に
関
す
るる

固
定
資
産
税
の
軽
減
制

固
定
資
産
税
の
軽
減
制
度度

市
長
の
資
産
等
報
告
書

市
長
の
資
産
等
報
告
書
のの

閲
覧
が
で
き
ま

閲
覧
が
で
き
ま
すす

表１

表２

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ

　
６
月
に
入
り
、
暑
さ
の
厳
し

い
日
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
役
所
で
は
職
員
の
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
特
殊
詐
欺
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
特
殊

詐
欺
と
は
、
い
わ
ゆ
る
オ
レ
オ

レ
詐
欺
、
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺

な
ど
の
振
り
込
め
詐
欺
と
振
り

込
め
詐
欺
類
似
詐
欺
の
総
称
で

す
。
人
の
情
け
を
利
用
す
る
卑

劣
な
犯
罪
で
あ
り
、
被
害
者
は

高
齢
の
女
性
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
東
久
留
米
市
を
含
む
田
無
警

察
署
管
内
で
は
、
昨
年
ま
で
４

年
連
続
で
都
内
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン

の
被
害
額
を
記
録
し
て
お
り
、

こ
れ
は
、
憂
う
べ
き
事
態
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
ま
た
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
は
、
選
ば
れ
る

ま
ち
と
し
て
も
重
要
な
要
素
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め

に
は
、
犯
罪
を
抑
止
す
る
シ
ス

テ
ム
作
り
も
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

地
域
の
関
係
を
密
に
し
、
支
え

あ
う
関
係
の
中
で
、
多
く
の
目

で
犯
罪
を
抑
止
で
き
る
地
域
づ

く
り
も
大
切
で
す
。
家
族
や
普

段
近
く
に
い
る
者
同
士
が
ひ
と

声
掛
け
合
っ
て
、
意
識
を
高
め

合
い
、
相
談
し
合
う
こ
と
が
日

常
的
に
で
き
れ
ば
、
多
く
の
被

害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
５
月　
日
、
市
役
所
１
階
屋

１０

外
ひ
ろ
ば
で
、
田
無
警
察
署
・

田
無
母
の
会
が
「
母
の
日
振
り

込
め
詐
欺
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
、
注
意
を
喚
起

し
ま
し
た
。
大
学
生
た
ち
で
組

織
さ
れ
る
「
Ｃ
Ｄ
エ
ン
ジ
ェ
ル

ズ
」
も
参
加
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
近
所
づ
き
あ
い
が
希
薄
に
な

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
昨
今
、

信
頼
の
も
と
、
お
互
い
助
け
合

え
る
地
域
、
絆
社
会
で
あ
れ
ば

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
卑
劣
な
犯
罪
を
撲
滅
す
る
た

め
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

意
識
を
持
ち
、
地
域
で
連
携
し

な
が
ら
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て

い
け
た
ら
と
、
切
に
思
い
ま
す
。

市長

　
市
で
は
「
人
権
尊
重
と
健
や
か

な
心
と
体
の
育
成
」「
確
か
な
学
力

の
育
成
」「
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
」「
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
」「
子

ど
も
子
育
て
の
支
援
」
の
５
つ
を

柱
と
し
た
大
綱
を
５
月
に
策
定
し

ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、

積
極
的
に
教
育
行
政
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
※
同
大
綱
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
企
画
調
整
課
☎
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

　
低
所
得
で
、
特
に
生
計
が
困
難

な
方
や
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

る
方
に
対
し
て
は
、
申
請
を
し
て

承
認
を
受
け
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
都

や
市
区
町
村
に
申
し
出
た
事
業
者

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
限
り
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
軽
減
内
容
】
介
護
費
・
食
費
・

居
住
費
（
滞
在
費
）・宿
泊
費
の
各

負
担
を　
％
（
老
齢
福
祉
年
金
受

２５

給
者
は　
％
）
軽
減
。
生
活
保
護

５０

受
給
者
は
居
住
費
（
滞
在
費
）
負

担
の
み
軽
減
（
全
額
）

　
【
対
象
と
な
る
方
】次
の
①
～
⑤

の
全
て
に
該
当
す
る
方
ま
た
は
生

活
保
護
受
給
者

　
①
市
民
税
・
都
民
税
非
課
税
世

帯
で
、
年
間
収
入
が
一
人
世
帯
の

場
合
は
、
１
５
０
万
円
（
世
帯
員

が
１
人
増
え
る
ご
と
に　
万
円
を

５０

加
え
た
額
）
以
下
②
世
帯
の
預
貯

金
な
ど
の
額
が
一
人
世
帯
の
場
合

は
、
３
５
０
万
円
（
世
帯
員
が
１

人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を

加
え
た
額
）
以
下
③
日
常
生
活
に

供
す
る
以
外
の
活
用
で
き
る
資
産

が
な
い
④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族

な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
⑤
介

護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
【
ご
注
意
】次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　
▼
特
養
旧
措
置
入
所
者
で
、
利

用
者
負
担
が
５
％
以
下
の
方
（
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
の
居
住
費
に
係
る

利
用
者
負
担
額
は
対
象
）
▼
訪
問

介
護
に
つ
い
て
、
国
の
特
別
対
策

で
あ
る
「
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
す
る
支
援

措
置
」
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方

　
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

介
護
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０
へ
。

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
対
す

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
対
す
るる

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
のの

軽
減
に
つ
い

軽
減
に
つ
い
てて

「
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す

「
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
るる

総
合
的
な
施
策
の
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し

総
合
的
な
施
策
の
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
たた

市
税
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
６
月　
日
（
火
）
は
、
市

３０

民
税
・
都
民
税
第
１
期
の
納

期
限
で
す
。
最
寄
り
の
金
融

機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵

便
局
）・コ
ン
ビ
ニ
で
お
納
め

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７

０
・
７
７
２
９
へ
。


